
新
年
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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昨
年
は
二
月
の
大
雪
で
始
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
そ
の
大
雪
に
よ
る
市
内
文
化
財
の
被
害
は
思
っ
た

よ
り
少
な
く
、
上
条
集
落
で
も
庇
や
雪
止
め
な
ど
が
壊
れ

た
以
外
は
目
立
っ
た
外
傷
が
な
く
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
に
向

け
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
三
月
の
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条

例
」
の
制
定
、
四
月
の
説
明
会
、
五
月
の
見
学
会
な
ど
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
こ
ろ
か
ら
伝
統
的
建
造
物
（
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存

し
て
い
く
建
築
物
や
工
作
物
＝
特
定
物
件
）
の
同
意
に
つ

い
て
お
願
い
に
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
同
意
取
得

も
、
予
定
よ
り
も
若
干
少
な
い
も
の
の
、
ひ
と
通
り
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
い
よ
い
よ
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定

の
た
め
の
手
続
き
を
と
る
年
で
す
。
一
月
に
保
存
審
議
会

を
開
催
し
て
、
伝
統
的
建
造
物
の
同
意
取
得
の
結
果
を
報

告
し
、
あ
わ
せ
て
保
存
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
し
て
二
月
に
市
の
都
市
計
画
審
議
会
で
伝
建

地
区
の
選
定
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
国
（
文
化
庁
）
へ
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
の
申
出
を
し
ま
す
。

所
在
す
る
集
会
場
を
兼
ね
た
観
音
堂
を
馬
蹄
形
に
囲
む
よ
う

に
、
雛
壇
状
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

集
落
の
成
立
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
近
く
の
上
萩
原

に
は
十
六
世
紀
に
経
営
さ
れ
て
い
た
黒
川
金
山
で
金
の
採
掘

に
当
た
っ
て
い
た
金
山
衆
の
一
人
、
中
村
弾
左
衛
門
尉
が
居
を

構
え
て
お
り
、
伝
承
で
は
弾
左
衛
門
尉
に
結
び
つ
け
て
集
落
の

始
ま
り
を
説
い
て
い
る
。

史
料
と
し
て
の
初
見
は
市
内
の
旧
家
に
伝
わ
る
日
記
「
保
坂

家
文
書
」
中
、「
萩
原
木
食
繁
盛
」
の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

の
一
節
で
、
上
萩
原
出
身
の
木
食
白
道
と
い
う
廻
国
僧
が
郷
里

に
立
ち
寄
っ
た
際
、
小
田
原
上
条
よ
り
観
音
像
の
制
作
を
依
頼

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
音
像
は
「
一
木
百
観

音
」
と
し
て
集
落
の
中
心
地
で
あ
る
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
地
区
内
に
残
る
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

の
「
下
小
田
原
村
上
条
組
屋
敷
検
地
御
水
帳
写
」
に
は
正
徳
三

年
（
一
七
一
三
）
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
当
時
上
条
に
十
一
軒
、
日
照
久
保
に
一
軒
が
所
在
し
て
い

る
。

（
「
保
存
計
画
（
案
）
」
よ
り
抜
粋
）

「
保
存
計
画
」
に
は
、
上
条
集
落
の
歴
史
や
特
徴
、
建
築
物

や
工
作
物
の
特
性
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
建
地
区
選
定
後
に
行
わ
れ
る
各
種
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

実
施
後
の
伝
建
地
区
の
景
観
が
実
施
前
の
状
況
よ
り
も
良
く

な
っ
て
い
る
か
、
少
な
く
と
も
現
状
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
現
状
よ
り
も
良
く
す
る
た
め
に
は
、
上
条
集

落
の
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、
あ
る
べ
き
姿
を

現
状
か
ら
考
察
し
文
書
化
し
た
も
の
が
「
保
存
計
画
」
で
す
。

今
後
の
整
備
事
業
に
お
い
て
、
修
理
や
修
景
の
基
準
と
し
て

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
方
針
に
迷
い
が
生
じ
た
と
き
は
保
存
計
画

に
あ
る
記
述
内
容
に
従
っ
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

上
条
の
伝
建
地
区
の
概
要
（
案
）

一
月
の
「
甲
州
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議

会
」
に
諮
る
、
上
条
の
伝
建
地
区
の
概
要
が
固
ま
り
ま
し
た
。

保
存
の
対
象
と
な
る
伝
統
的
建
造
物
は
、
建
築
物
と
工
作
物

に
分
か
れ
ま
す
が
、
建
築
物
に
つ
い
て
は
茅
葺
切
妻
造
の
主
屋

と
そ
れ
に
付
随
す
る
蚕
室
や
土
蔵
な
ど
の
附
属
屋
、
そ
し
て
観

音
堂
や
金
井
加
里
神
社
な
ど
の
社
寺
建
築
を
対
象
と
し
、
工
作

物
に
つ
い
て
は
集
落
内
の
石
垣
や
石
造
物
、
池
、
社
寺
の
石
段

を
対
象
と
し
ま
し
た
。

甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上
条

（
山
村
・
養
蚕
集
落
）

所
在
地

山
梨
県
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
高
地

京
・
片
瀬
・
日
照
久
保
の
全
域
並
び
に

上
条
・
鍛
治
屋
向
・
金
剛
銭
の
各
一
部

種
別

山
村
・
養
蚕
集
落

条
例
制
定
年
月
日

平
成
二
六
年
三
月
二
四
日

選
定
年
月
日

地
区
面
積

約
一
五
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

保
存
物
件
数

建
築
物

二
六
件

工
作
物

三
八
件

環
境
物
件

三
件

【
地
区
の
歴
史
】

上
条
集
落
は
、
重
川
の
氾
濫
原
が
や
や
緩
や
か
に
な
る
小
田

原
橋
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
上
し
た
場
所
に
あ
る
。
こ

の
あ
た
り
は
北
側
の
山
す
そ
か
ら
南
側
の
重
川
ま
で
比
較
的

急
な
南
面
傾
斜
を
呈
す
る
が
、
そ
の
中
ほ
ど
に
金
剛
山
と
呼
ば

れ
る
舌
状
台
地
が
南
北
方
向
に
は
し
り
、
台
地
の
付
根
部
分
に



伝
統
的
建
造
物
（
建
築
物
）

○
茅
葺
切
妻
造
主
屋
・
・
・
十
一
棟

○
附
属
屋
・
馬
小
屋
・
・
・

三
棟

○
金
井
加
里
神
社
本
殿
・
拝
殿
・
随
身
門

○
附
属
屋
・
蚕
室
・
・
・
・

三
棟

○
観
音
堂
・
・
・
・
・
・
・

一
棟

・
・
・
各
一
棟

○
附
属
屋
・
土
蔵
・
・
・
・

二
棟

○
福
蔵
院
本
堂
・
庫
裏
・
仁
王
門
・
・
・
各
一
棟

計

二
十
六
棟



伝
統
的
建
造
物
（
工
作
物
）

石
垣
・
石
段

石垣・・・２０ヶ所 石段・・・ ７ヶ所



伝
統
的
建
造
物
（
工
作
物
）

石
造
物
等

○
石
垣
・
・
・
・
・
二
十
ヶ
所

池
・
・
・
・
・
・
二
ヶ
所

四
つ
辻
の
観
音
様
・
・
・
一
ヶ
所

○
石
段
・
・
・
・
・

七
ヶ
所

道
祖
神
・
・
・
・
一
ヶ
所

産
の
神
・
・
・
・
・
・
・
一
ヶ
所

○
石
造
物
等
・
・
・
十
一
ヶ
所

六
地
蔵
幢
・
・
・
一
ヶ
所

手
水
鉢
・
・
・
・
・
・
・
一
ヶ
所

計

三
十
八
ヶ
所

灯
籠
・
・
・
・
・
二
ヶ
所

石
仏
・
・
・
・
・
・
・
・
二
ヶ
所

石
造
物
等
・
・
・
十
一
ヶ
所

石造物等内訳


